
 第 45 回縮小社会研究会 
 
時：2019 年 6 月 22 日（土）13：00～17：35  

所：清泉女子大学 231 教室（2 号館 3階）  東京都品川区東五反田 3-16-21、 

 

主テーマ 「迫り来る地球レベルの危機 若者が未来と社会を変える」  

 気候変動、生物の大量絶滅、農薬やプラスチックなどの人工化学物質の蔓延など地球規模の環境

危機が現実となっています。政治家が事態の深刻さを国民に知らせず、これまでのままの延長線上

の政策を続ければ、地球レベルの危機は現在の子供たちやまだ生まれてもいない未来の子供たちに

大きな被害となって及びます。そのことに気づいた若者たちが世界で、日本で蜂起しました。世界

の未来、日本の未来のために今なにをなすべきかを若者と一緒に考えます。 
  
 

13:00-13:05 主催者挨拶 
 
13:05-13:35 「Greta Thunberg さんや Extinction Rebellion の世界動向」長谷川浩（縮小社会研究

会理事） 

 昨年 8 月スエーデンの女子中学生（当時）Greta Thunberg さんが、気候危機に抜本的な対策

を求めて一人で始めた学校ストライキは同世代に大きな反響を呼び、またたく間に世界中に広が

り、今年 3 月 15 日のストライキには世界中で 150 万人以上が参加したといわれています。昨年

末からは、イギリスを中心に Extinction Rebellion（絶滅への反抗）が平和的実力行使をして、

地球レベルの危機の深刻さを国民に正直に伝える「気候非常事態宣言」を政治家に求めました。

そして、イギリス議会は国レベルとして世界で初めて「気候非常事態宣言」を行いました。Greta 

Thunberg さんや Extinction Rebellion は従来の組織としての形態を持つことなく活動を行い、

その波は世界に広がっています。ここのところ急速に展開する世界情勢を簡潔にまとめます。 
 
13:35-13:50 「Fridays for Future の活動紹介」 井上寛人・野中海皇アレハンドロホセ（Fridays 

for Future, Japan Tokyo、学生） 

私達は 16 歳のスウェーデンの少女、グレタの想いが起こしたムーブメント FridaysForFuture

に共感し、日本内でも 1 人でも多くの人が気候変動問題に、社会ゴト、他人ゴトではなく、自分

ゴトとして考えて小さな行動を起こすきっかけを作りたいと FFF Tokyo を設立しました。その

ために私達は、政府に、そしてみなさんに対して呼びかけるため、デモを３度行いました。これ

は大きな危機が迫っている私達の地球と未来、大切な人や命を守るためのアクションです。  
 
13:50-14:05 「Change ネットワークの活動紹介」 小松正実（Change ネットワーク、学生） 
 
14:05-14:20 「ダイベストメントコミュニケーターとしての活動紹介」 松尾沙織（ダイベスト

メントコミュニケーター） 
 
14:20-14:40 「日本の気候変動・エネルギー政策と Climate Justice」 吉田明子（FoE 職員） 

・Climate Justice とは 

・日本の気候変動・エネルギー政策 

・石炭火力発電の新設計画（東京湾でもまだ横須賀に） 

・私たちができること―パワーシフト・キャンペーンの紹介 
 
14:40-14:55 「Extinction Rebellion Japan の活動紹介」 鈴木恵麻（Extinction Rebellion Japan、



NGO インターン） 

2019 年 5 月 1 日に英国が、続いて９日にアイルランドが気候・生物多様性に対する緊急事態

宣言を発出する世界で最初の国々となった。その裏には非暴力デモを通し、政府に直ちに気候変

動に対して行動するよう要求する Extinction Rebellion という社会運動がある。世界で最も急成

長している政治・環境運動の一つであり、アジアにも進出し始めているが、日本では今後どのよ

うに適応し活動をするのか紹介をする 
 
15:10-16:10 パネル討論 パネラー：上記講演者＋山本達也（清泉女子大学教授、縮小社会研究

会理事）、松久寛（京都大学名誉教授、縮小社会研究会代表理事）。 

縮小社会研究会では、設立当初から先進国は経済を縮小して持続可能な未来を訴えてきました。

発表者や来場者の皆さんと一緒に、若者が未来と社会を変える方法について考えます。 
 
16:15-17:30 今年と 5 年後の行動計画を作って発表するワーク 

 

懇親会：18:00-19:30 場所：清泉カフェ（1 号館地下 1階）、 費用：2,500 円 

 
 
参加登録：下記の自動登録よりお願いします。 研究会参加費：会員は無料、非会員は 500 円 

http://confreg.ate-mahoroba.jp/confreg?conf_idstr=N17WMOi0qNt4rb9B2LjpNgS41048 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

特別企画 

清泉女子大学本館の見学と昼食会

（イタリアン：トラットリア アリ

エッタ） 

清泉女子大学本館は 1917 年に島

津忠重公の邸宅としてイギリス人

建築家ジョサイア・コンドル氏によ

り設計されたイタリア・ルネサンス

様式の洋館で、東京都指定有形文化

財です。これを同学名誉教授の春日

井明先生に案内していただきます。 

集合、11 時、清泉女子大学正門前 （または、五反田駅中央改札口集合１０：４０） 

参加登録（下記で登録願います）： 

http://confreg.ate-mahoroba.jp/confreg?conf_idstr=ksfEMOkhAzgvlOtMjkIm2aeE1053 

 

 

一般社団法人 縮小社会研究会 e-mail: jimukyoku@shukusho.org  HP: http://shukusho.org/ 
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